
  

・元気に活動する児童 

・喜んで取り組む児童 

・みんなと仲良く遊ぶ児童 

・自分のことは自分でする児童 

〈キャッチフレーズ〉 

笑顔いっぱい 

伸び伸びと 小学部通信 

宮城教育大学附属特別支援学校              令和５年７月７日（金） NO．１３ 

 

６月２９日、３０日に４・５・６年生は校内宿泊訓練を行いました。「身辺処理、調理、洗濯、清掃など

日常生活を送る上で必要な生活動作を身に付けること」や、「集団生活のきまりを知り、友達と協力して生

活することができること」をねらいとしました。 

夕食のカレー作りでは、学年ごとに役割分担をしました。６年生は野菜の皮むきや包丁を使って切る活

動、５年生はお米の炊飯やサラダ作り、４年生はニンジンの型抜きやお茶の配膳に取り組みました。一人

では難しい活動もありましたが、どの児童も真剣なまなざしで自分の役割に取り組むことができました。

友達と協力して作ったカレーの味は格別で、「おいしい！」や「おかわりください！」の声がたくさん聞こ

えました。買い物、調理、入浴や花火など普段の学校生活では学ぶことができないことをたくさん経験し、

将来の自立した生活につながる大事な学びを得た宿泊訓練となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月４日より教育実習が始まりました。小学部には、８名の教育実習生が配属になり、来週行われる「七

夕会」に向けて、児童たちは七夕飾りや吹き流しの制作に取り組んでいます。 

                                  （文責：小林 汰生） 

学校に泊まろう！

前期教育実習が始まりました！

ふ た ば 学 級 わ か ば 学 級 あ お ば 学 級 
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